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２０２５年２月２６日 

各 位 

ＥＮＥＯＳ株式会社 
 
 

当社石油化学製品の生産・供給体制の再構築について 
 
当社（社長：山口 敦治）は、川崎製油所（所長：加藤 英治、神奈川県川崎市）のエチレン製造    

装置の一部停止を前提とした生産・供給体制の最適化に向けた検討を開始することを決定しました 

ので、お知らせいたします。 

 

当社は、第３次中計で「確かな収益の礎の確立」を実現することを掲げており、基盤事業である   

石油精製販売においては、安全操業および安定供給を大前提として、サプライチェーン全体の競争力

強化に取り組んでおります。 

 

国内石油化学製品の構造的な需要減退やアジアを中心とした国際競争の激化に加え、中国を中心と

した石油化学装置の新増設と日本国内のエチレン需要減退により、エチレン製造装置は低稼働を余儀

なくされる厳しい状況が続いております。 

 

石油精製販売・石油化学を取り巻くこのような様々な環境を総合的に勘案した結果、製油所・製造

所の生産・供給体制の再構築が急務と判断し、今般、川崎製油所のエチレン製造装置の一部を停止  

することを前提に、当社の生産・供給体制を最適化する検討を開始しました。この検討により、エチ

レン製造装置の稼働率向上および固定費削減による事業強化を目指します。 

 

当社は、グループの長期ビジョンにおいて、「エネルギーと素材の安定供給」と「カーボンニュート

ラル社会の実現」との両立への挑戦を掲げており、今後も安定供給を前提とした安全操業に努めると

ともに、装置の停止により捻出される用地や設備を活用した事業を検討してまいります。 

 
＜検討の前提＞ 

停止する装置 浮島南地区のエチレン製造装置 
停止時期   ２０２７年度末（目途） 

 

以 上 
 
＜川崎製油所 エチレン製造装置の概要＞ 
①浮島北地区 
 操業開始  ： １９７１年 

  エチレン生産能力 ： ５４０千トン／年 
 
②浮島南地区・川崎地区 

  操業開始  ： １９７０年 
  エチレン生産能力 ： ４４８千トン／年 

 


